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コ
ロ
ナ
禍
も
明
け
て
、
五
類
に
移
行
、
マ

ス
ク
姿
も
随
分
少
な
く
な
り
ホ
ッ
と
す
る

間
も
な
く
、
今
度
は
猛
暑
が
続
い
て
い
ま

す
。
特
に
日
中
の
屋
外
作
業
は
め
ま
い
さ

え
感
じ
る
状
況
で
す
。
つ
い
最
近
ま
で
地

球
温
暖
化
と
騒
が
れ
て
い
た
の
が
、
今
や

地
球
沸
騰
化
の
言
葉
ま
で
聞
か
れ
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

特
に
屋
外
作
業
時
に
は
、
お
互
い
気
を

配
り
、
少
し
で
も
違
和
感
を
感
じ
た
ら
作

業
を
中
止
す
る
決
断
も
必
要
で
す
。『
熱

中
症
対
策
』
を
万
全
に
、
自
己
防
衛
に
徹

し
て
、
元
気
に
猛
暑
を
乗
り
切
り
た
い
も

の
で
す
。 

六
月
に
は
規
制
の
な
い
通
常
の
総
会
が

四
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、
役
員
改
選
も

行
わ
れ
ま
し
た
。
詳
し
く
は
定
時
総
会
報

告
の
項
を
参
照
願
い
ま
す
。 

    

令
和
五
年
六
月
十
四
日
㈬
午
後
二
時

か
ら
岩
倉
市
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

一
階
多
目
的
ホ
ー
ル
で
定
時
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。
出
席
者
七
十
五
名
、
委
任

状
百
四
十
五
名
四
年
ぶ
り
に
通
常
の
総

会
開
催
と
な
り
ま
し
た
。 

 

   

【

顕

彰

】 

四
年
ぶ
り
に
会
場
に
お
い
て
顕
彰
者
の

賞
状
等
の
授
与
を
行
い
ま
し
た
。
表
彰
状

受
彰
者
は
、
会
員
が
十
八
名
で
、
感
謝
状

受
彰
者
は
、
会
員
が
十
四
名
、
役
員
が
二

名
、
発
注
者
は
一
件
で
し
た
。 

【

来

賓

祝

辞

】 

公
務
ご
多
忙
の
中
ご
臨
席
を
賜
り
ま

し
た
ご
来
賓
の
岩

倉
市
長
久
保
田

桂
朗
様
、
岩
倉
市

議
会
議
長
の
代
理

と
し
て
副
議
長
片

岡
健
一
郎
様
、
愛

知
県
議
会
議
員

高
桑
敏
直
様
か
ら

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
へ
の
お
祝
い
と

温
か
い
激
励
の
お

こ
と
ば
を
賜
り
ま

し
た
。
あ
り
が
と

う

ご

ざ

い
ま

し

た
。 

【

議

事

】 

議
長
選
出
を
行
い
、
議
長
に
は
福
田

恭
三
会
員
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。 

議
案
は
三
件
あ
り
ま
し
た
が
、
提
案
ど

お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

報
告
に
つ
い
て
は
、
定
款
第
四
十
二
条

第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
四
件
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。 

議
案
並
び
に
報
告
書
に
つ
い
て
は
、
総

会
の
議
案
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

総
会
終
了
後
、
た
だ
ち
に
臨
時
理
事

会
が
別
室
に
お
い
て
開
か
れ
、
会
長
に
赤

堀
俊
之
会
員
・
副
会
長
に
関
戸
健
作
会

員
が
選
出
さ
れ
会
場
で
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
後
、
表
彰
者
の
写
真
撮
影
が

あ
り
解
散
と
な
り
ま
し
た
。 

     

七
月
二
十
六
日
㈬
午
後
一
時
三
十
分

か
ら
、
岩
倉
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
三
階

視
聴
覚
室
兼
研
修
室
に
お
い
て
定
例
の

理
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

【
議
案
審
議
】 

会
員
広
報 

七
月
理
事
会 

令
和
五
年
度
定
時
総
会 

井上会長 

岩倉市長 市議会副議長 県議会議員 
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㈠
定
款
に
関
す
る
文
書
の
様
式
を
定

め
る
規
程
の
一
部
改
正 

全
国
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
協

会
か
ら
入
会
申
込
書
の
見
直
し
に
つ
い
て

通
知
が
あ
り
、
そ
れ
に
準
じ
て
様
式
を
改

正
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の「
様
式
第
一 

入
会
申
込
書
」
を
「
様
式
第
一 

入
会
申

込
書
」「
様
式
第
二 

会
員
票
」
に
分
け
、

そ
れ
に
伴
い「
様
式
第
二 

退
会
届
」
を

「
様
式
第
三 

退
会
届
」
と
し
ま
し
た
。 

 

㈡
令
和
五
年
度
収
支
補
正
予
算 

芝
刈
り
機
が
故
障
し
買
い
替
え
る
必

要
が
生
じ
た
た
め
、
投
資
活
動
支
出
の
う

ち
什
器
備
品
購
入
支
出
を
二
十
万
九
千

円
増
額
し
、
当
初
未
計
上
で
あ
っ
た
投
資

活
動
収
入
の
う
ち
減
価
償
却
引
当
資
産

取
崩
収
入
百
九
十
八
万
四
千
円
を
計
上

す
る
も
の
で
す
。 

【

報

告

事

項

】 

㈠
会
員
の
入
退
会
状
況 

六
月
末
の
会
員
数
は
表
の
と
お
り
で
す
。

五
月
と
六
月
の
入
会
者
数
は
男
性
二
人

女
性
七
人
の
計
九
人
。
退
会
者
数
は
男

性
三
人
女
性
二
人
の
計
五
人
で
、
差
し

引
き
四
人
増
と
な
り
ま
し
た
。
四
月
か
ら

の
累
計
で
は
五
人
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

入
会
者
は
、

六
十
歳
代
が
六

人
、
七
十
歳
代

が
三
人
で
す
。

退
会
者
の
退
会

理
由
で
は
、
加

齢
が
三
人
、
病

気
、
転
出
が
各

一
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。 

 ㈡
事
業
運
営
状
況 

四
月
、
五
月
、
六
月
の
三
か
月
累
計
で
、

全
体
と
し
て
は
就
業
件
数
、
配
分
金
と
も

に
前
年
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。
内
訳
は
一

般
家
庭
、
公
共
は
減
少
し
、
事
業
所
は
増

加
し
て
い
ま
す
。 

 

㈢
事
業
年
度
職
員
の
任
免
、
給
与
、

休
暇
等
に
関
す
る
要
綱
の
一
部
改

正 こ
れ
ま
で
七
十
歳
以
上
の
補
佐
職
員

の
一
週
間
の
勤
務
時
間
数
は
十
五
時
間

以
内
と
定
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
七
十

歳
以
下
の
補
佐
職
員
同
様
三
十
時
間
以

内
に
改
正
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

   

      

『
会
員
手
帳

2
0
2
4

年
版
』
の
予
約
を

受
付
け
ま
す
。
締
切
日
を
過
ぎ
て
か
ら
の

追
加
申
し
込
み
は
お
受
け
し
か
ね
ま
す
の

で
お
忘
れ
な
く
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。 

 

締
切
り 

九
月
二
十
九
日
㈮ 

代
金 

二
百
九
十
七
円 

申
込
み
方
法 

代
金
を
添
え
て
セ
ン
タ
ー

事
務
局
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。 

       

    

「
い
わ
く
ら
市
民
ふ
れ
愛
ま
つ
り
」
の
臨

時
駐
輪
場
整
理
と
下
足
用
袋
配
布
の
業

務
の
就
業
者
を
募
集
し
ま
す
。
半
日
交

代
の
簡
単
な
作
業
で
す
。
就
業
を
希
望

さ
れ
る
か
た
は
、
事
前
に
事
務
局
ま
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。 

 

日
時 

十
一
月
十
一
日
㈯
・
十
二
日
㈰ 

午
前
九
時
三
十
分
～
午
後
十
二

時
三
〇
分
、
午
後
十
二
時
三
〇
分

～
午
後
三
時
三
〇
分 

場
所 

臨
時
駐
輪
場
整
理
は
ま
つ
り
会

場
臨
時
駐
輪
場
、
下
足
用
袋
配

布
は
総
合
体
育
文
化
セ
ン
タ
ー

内
ア
リ
ー
ナ
会
場
入
り
口 

打
合
せ
会 

事
前
に
打
合
せ
会
を
開
催

し
ま
す
。
時
間
と
場
所
は
応
募

者
に
個
別
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

 

 

①
市
道
除
草 

時
間 

週
一
回
～ 

月
々
の
予
定
時
間
に
て
就
業 

場
所 

新
柳
通
線 

そ
の
他
の
お
知
ら
せ 

会

員

手

帳

予

約

受

付 

※画像は 2023 年版のものです 
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②
配
膳
・
ト
イ
レ
清
掃 

時
間 
午
前
七
時
～
九
時
三
〇
分 

場
所 
一
期
一
会
福
祉
会 

(

北
島
町) 

③
屋
内
清
掃 

時
間 

㈪
～
㈮ 

企
業
カ
レ
ン
ダ
ー
に
よ
る 

午
前
八
時
三
〇
分
～
正
午 

場
所 

日
本
パ
リ
ソ
ン
㈱
石
塚
硝
子
敷
地

内 
(

川
井
町
） 

④
屋
内
清
掃 

時
間 

㈪
～
㈮ 

祝
日
を
除
く 

午
前
八
時
三
〇
分 

～
午
前
十
時
三
〇
分 

及
び 

午
前
八
時
三
〇
分
～
正
午 

そ
れ
ぞ
れ
一
人 

場
所 

株
式
会
社
ゲ
オ
（
八
剱
町
） 

⑤
日
曜
資
源
回
収
受
付
業
務 

時
間 

第
二
・
四
㈰ 

午
前
八
時
三
〇
分

～
午
後
十
二
時
三
〇
分 

場
所 

防
災
公
園
会
場 

(

川
井
町
） 

⑥
分
別
収
集
指
導
補
助 

時
間 

第
四
㈫ 

午
前
六
時 

～
午
前
八
時
三
〇
分 

場
所 

本
町
門
前
区 

⑦
内
職(

ポ
リ
ペ
イ
ル
バ
ン
ド
作
業) 

時
間 

午
前
九
時
～
午
後
四
時
頃 

場
所 

岩
倉
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
作
業
室 

⑧
派
遣(

カ
ー
ト
整
理)

 

時
間 

毎
日 

午
前
九
時
～
午
後
九
時 

(

就
業
時
間 

二･

五
時
間) 

場
所 

ア
ピ
タ
パ
ワ
ー
岩
倉
店 

 

※
全
業
務
と
も
同
じ
業
務
を
複
数
の
会

員
が
日
付
や
時
間
を
変
え
て
就
業
す
る

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
担
当
し
ま
す
。
そ

の
他
、
詳
し
く
は
事
務
局
ま
で
問
い
合

わ
せ
て
く
だ
さ
い
。 

 

事
務
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 

ポ
イ
ン
ト
交
換
状
況 

令
和
四
年
度
の
ポ
イ
ン
ト
交
換
状
況

を
公
表
し
ま
す
。 

申
請
者
は
十
八
人
、
枚
数
は
二
十
五

枚
で
す
。
令
和
三
年
度
と
比
べ
る
と
人

数
で
三
人
増
、
枚
数
で
九
枚
増
と
な
り

ま
し
た
。
令
和
四
年
度
も
前
年
度
に
引

き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
、
イ
ベ

ン
ト
を
削
減
、
縮
小
し
た
た
め
低
調
な

結
果
と
な
り
ま
し
た
。 

今
年
度
も
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
は
未

定
で
す
が
、
新
入
会
員
紹
介
で
五
ポ
イ

ン
ト
、
新
規
受
注
者
紹
介
で
四
ポ
イ
ン

ト
付
与
さ
れ
ま
す
か
ら
ぜ
ひ
活
用
し
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
の
特
定
健
診
等

を
受
診
し
ま
す
と
二
ポ
イ
ン
ト
付
与
し

ま
す
の
で
、
こ
ち
ら
の
受
診
と
お
申
し

出
も
お
忘
れ
な
く
。 

◎
ま
だ
ま
だ
募
集
中
‼ 

現
在
、
人
力
除
草
（
草

取
り
）
を
す
る
会
員
が
減
少

し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
仕

事
の
依
頼
を
受
け
き
れ
な

い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

今
、
お
手
す
き
の
会
員
の
皆
さ
ん
の
中

で
、
ご
協
力
い
た
だ
け
る
方
は
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。 

編
集
後
記 

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す 

今
年
は
平
年
よ
り
も
八
日
も
早
い
五

月
に
梅
雨
入
り
し
、
早
く
梅
雨
明
け
す

る
か
と
思
え
ば
、
平
年
よ
り
一
日
遅
い

七
月
二
十
日
で
し
た
。
こ
の
間
に
台
風

二
号
、
七
月
豪
雨
と
全
国
に
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
被
災
地
の
一
日
も
早

い
復
興
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。 

さ
て
、
梅
雨
が
明
け
た
ら
、
明
け
た

で
今
度
は
猛
暑
で
す
。
東
京
で
は
既
に

過
去
の
連
続
猛
暑
日
の
記
録
を
更
新
し

た
と
か
、
平
成
三
十
年
も
同
じ
様
な
年

で
、
豪
雨
の
後
に
猛
暑
で
し
た
。
最
近

で
は
「
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
」
と
い

う
の
も
気
象
庁
か
ら
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
日
の
気
温
が
三
十
三
度
を
超
え
そ

う
だ
と
予
測
さ
れ
る
と
出
る
そ
う
で
す
。

ち
な
み
に
猛
暑
日
は
最
高
気
温
が
三
十

五
度
を
超
え
た
日
（
そ
ん
な
こ
と
は
常

識
⁉
す
み
ま
せ
ん
）
。 

熱
中
症
対
策 

皆
さ
ん
も
熱
中
症
に
十
分
に
気
を
付

け
て
く
だ
さ
い
。
特
に
屋
外
で
活
動
さ

れ
る
草
取
り
、
草
刈
り
、
剪
定
等
の
班

員
さ
ん
。
そ
の
他
の
会
員
の
皆
さ
ん
も

枚数 ﾎﾟｲﾝﾄ数 3年度 4年度

1 5～9 14 11

2 10～14 1 7

3 15～19 0 0

4 20以上 0 0

15 18

16 25枚数累計

人数累計
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屋
内
だ
か
ら
と
油
断
せ
ず
、
水
分
補
給

や
こ
ま
め
な
休
憩
に
留
意
し
て
く
だ
さ

い
。
適
度
な
塩
分
補
給
、
十
分
な
睡
眠

も
必
要
だ
そ
う
で
す
。 

最
近
で
は
便
利
な
冷
却
グ
ッ
ズ
も
出

て
い
ま
す
。
水
に
つ
け
る
と
温
度
が
下

が
る
「
霊
感
タ
オ
ル
」
（
ひ
え
ー
）
、
違

う
違
う
「
冷
感
タ
オ
ル
」
。
冷
蔵
庫
で
冷

や
し
て
お
い
て
、
首
に
か
け
る
ネ
ッ
ク

ク
ー
ラ
ー
と
か
、
割
と
手
ご
ろ
な
値
段

で
手
に
入
り
ま
す
。
家
電
製
品
で
は
、

手
持
ち
式
の
扇
風
機
は
当
た
り
前
で
す

が
、
最
近
は
首
掛
け
式
の
も
の
も
あ
り

ま
す
。
自
分
で
ネ
ッ
ト
検
索
で
き
な
い

人
は
息
子
や
孫
に
聞
い
て
み
て
く
だ
さ

い
。
も
し
か
し
た
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
て

く
れ
る
か
も
？ 

熱
い
時
に
は
ス
ズ
メ
バ
チ
に

も
注
意 

ス
ズ
メ
バ
チ
は
、
黒
い
も
の
に
激
し

く
反
応
し
ま
す
。
ま
た
、
音
や
振
動
、

臭
気
に
も
敏
感
で
す
（
ク
マ
と
間
違
え

る
？
）
。
ス
ズ
メ
バ
チ
が
飛
ん
で
い
る
か

ら
と
い
っ
て
、
大
声
で
騒
ぐ
の
は
禁
物

で
す
。
香
水
や
整
髪
剤
も
避
け
て
！ 

ス
ズ
メ
バ
チ
の
巣
の
駆
除
は
、
土
地

や
建
物
の
所
有
者
が
行
う
こ
と
が
原
則

で
す
。
巣
を
発
見
し
、
危
険
を
感
じ
る

と
き
は
先
ず
所
有
者
に
撤
去
を
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。
所
有
者
か
ら
市
役
所
に

駆
除
を
依
頼
す
る
こ
と
も
で
き
る
よ
う

で
す
。
駆
除
が
す
ぐ
に
で
き
ず
、
危
険

性
が
あ
る
と
き
は
、
作
業
を
中
断
せ
ざ

る
を
得
な
い
旨
を
発
注
者
に
説
明
し
、

理
解
を
も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
。 

            

                        


